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（１）

長
野
地
区
賛
助
会

グ
ル
ー
プ
活
動
の
説
明
会
を
開
催

令
和
４
年
12
月
６
日(

火)

・
７

日(

水)

の
両
日
、
長
野
保
健
福
祉

事
務
所
３
階
に
於
い
て
、
シ
ニ
ア

大
学
一
年
生
を
対
象
に
、
長
野
地

区
賛
助
会
員
の
入
会
説
明
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

開
催
に
先
立
っ
て
賛
助
会
会
長

丸
山
栄
洋
氏
か
ら
「
グ
ル
ー
プ
長

よ
り
活
動
紹
介
が
あ
り
ま
す
。
参

考
に
し
て
い
た
だ
き
是
非
加
入
い

た
だ
け
れ
ば
有
り
難
い
」
と
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

今
年
度
の
説
明
会
は
、
感
染
症

の
対
策
と
し
て
対
面
で
の
説
明
ブ
ー

ス
を
設
け
ず
に
、
グ
ル
ー
プ
の
代

表
か
ら
活
動
状
況
や
グ
ル
ー
プ
の

特
色
を
説
明
。
ま
た
、
作
品
・
ポ

ス
タ
ー
等
を
か
ざ
し
て
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。

終
了
後
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
34

名
よ
り
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

（
集
計
は
２
面
に
掲
載
）

シニア大学長野学部1年生を前にして

賛助会丸山栄洋会長の挨拶

公益財団法人長野県長寿社会開発センター長野支部

LINE公式アカウント を開設しました。

このQRコードを

読み込んでお友だち

追加をしてね

3面に掲載 日中国交正常化50周年記念漢詩大会「長野漢詩会」の2人優秀賞に
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・賛助会内のグループ、賛助会外の

グループの実情とセンターの方針を

聞きたい

・皆さんパワフルで元気を頂きました

・熱心に活動されていることがわかった

・少し時間がほしいです

1、賛助会の説明を聞いて活動内容が分かりましたか。

①よくわかった 19名

②すこしわかった 15名

③わからなかった 0名

2、賛助会説明会を聞いた気持ちを聞かせてください。

①加入したい 1名

②いずれは加入したい 19名

③加入したくはない 6名

④もう少し詳しいことを

聞きたい(相談したい） 6名

(来年考える) 1名

3、入会してみたいグループがありましたか。

①はい 25名 ⇒マレットゴルフ・川柳など

②いいえ 7名

4、３で①はいと答えた方、長野地区賛助会グループに

ついてお聞かせ下さい。

①既にグループに加入している 1名

②加入しようか迷っている 8名

③グループに加入しない 6名

5、賛助会又はグループに加入しないと答えた理由は。

①年会費(3000円/年)が高い 3名

②加入したいグループがない 8名

③その他 5名

6，長野地区賛助会に「グループ」を立ち上げたいですか。

①意思はある 2名

②やり方がわからない 2名

③意思はない 23名

④その他 1名

2賛助会説明会を聞いた気持ちは

加入したい

いずれは
加入したい

加入した
くはない

相談したい

アンケート回収34名

長野地区賛助会説明会アンケート集計

5賛助会又はグループに加入しないと答えた理由

その他※

年会費

3000円が高い

加入したい

グループがない

※その他の理由

・来年考えたい

・検討する時間が必要

・時間的余裕がまだない

・交通の便、体調不健全

・仕事をしているので、入会は無理

来年考える

「賛助会」にご要望、ご質問など御自由に

お書き下さい

実施 令和4年12月6日･7日

アンケート回収34名 （80％）

（2）



長
野
漢
詩
会
岳
峰

寺
田
準

わ
が
国

の
召
聘
に

応
じ
て
来

日
し
、
僧

侶
に
授
戒

し
て
仏
教

界
を
正
し

た
鑑
真
、

遣
唐
使
と
し
て
玄
宗
皇
帝
に
仕
え
て
寵
遇

さ
れ
た
阿
倍
仲
麻
呂
を
始
め
、
古
来
日
中

間
は
文
物
の
往
来
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
近

年
そ
の
状
況
は
変
貌
し
て
い
る
が
こ
の
絆

を
末
長
く
守
り
た
い
と
の
思
い
を
絶
句
に

し
た
。
幸
い
日
中
友
好
の
部
で
優
秀
賞
二

首
を
長
野
県
の
当
会
が
占
め
た
こ
と
に
満

足
し
て
い
る
。

我
が
国
は
輸
入
し
た
漢
字
か
ら
平
仮
名
・

片
仮
名
を
作
り
訓
点
を
つ
け
て
漢
文
を
読

め
る
よ
う
に
し
、
両
国
の
文
化
は
正
に
一

衣
帯
水
の
間
に
あ
る
。
漢
詩
は
源
氏
物
語

な
ど
日
本
文
学
に
大
き
な
影
響
を
与
え
な

が
ら
発
展
し
、
江
戸
時
代
に
最
盛
期
を
迎

え
た
。
戦
後
は
漢
文
教
育
の
軽
視
も
相
俟
っ

て
衰
頽
し
今
は
そ
の
再
興
期
に
あ
る
。

長
野
県
は
太
宰
春
台
・
山
村
蘇
門
・
佐

久
間
象
山
な
ど
多
く
の
漢
学
者
を
輩
出
し

た
土
地
柄
で
、
長
野
漢
詩
会
は
こ
の
伝
統

を
守
り
た
い
と
、
文
学
博
士
信
州
大
学
教

授
市
川
本
太
郎
先
生
を
中
心
に
、
長
寿
社

会
開
発
セ
ン
タ
ー
の
草
創
期
に
設
立
し
、

今
年
三
十
三
周
年
を
迎
え
日
夜
研
鑚
に
努

め
て
い
る
。

『
山
川
異
域

風
月
同
天

寄
諸
仏
子

共
結
来
縁
』
約
一
三
〇
〇
年
前
、
日
本
の

長
屋
王
が
中
国
に
僧
衣
を
送
っ
た
刺
繍
に

な
が
や
お
う

こ
の
漢
詩
が
あ
り
、
鑑
真
和
尚
が
感
銘
し

日
本
へ
の
決
意
を
さ
れ
た
と
あ
り
ま
す
。

「
住
む
場
所
が
異
な
ろ
う
と
も
、
風
月
の

営
み
は
同

じ
空
の
下

でつながっ

ている。」

と
い
う
起

句
・
承
句

の
意
味
は
有
名
な
句
で
あ
り
ま
す
。
昭
和

47
年
９
月
29
日
に
日
中
共
同
声
明
の
発
出

に
よ
り
令
和
４
年
度
は
国
交
正
常
化
50
年

目
の
記
念
す
べ
き
年
と
な
り
ま
し
た
。

漢
詩
を
親
し
む
私
に
と
っ
て
半
世
紀
に

亘
る
日
本
と
中
国
の
友
好
関
係
を
考
え
る

と
、
数
多
く
の
困
難
や
厳
し
い
懸
案
に
直

面
す
る
中
、
互
い
に
重
要
な
責
任
を
自
覚

し
て
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
ん
な

折
、
何
か
一
つ
で
も
言
葉
に
残
せ
れ
ば
と

思
い
七
言
絶
句
を
書
い
て
み
ま
し
た
。
表

現
す
る
こ
と
と
、
将
来
へ
の
願
い
は
皆
さ

ん
同
じ
気
持
ち
で
す
が
、
た
ま
た
ま
入
賞

し
た
事
に
は
大
変
う
れ
し
く
思
い
更
に
漢

詩
を
学
び
深
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
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第
14
回
諸
橋
轍
次
博
士
記
念
漢
詩
大
会

長
野
地
区
賛
助
会
「
長
野
漢
詩
会
」
の
二
人
受
賞

日
中
国
交
正
常
化
50
周
年
記
念

令
和
４
年
11
月
12
日
、
２
日
間
の
日
程
で
第
14
回
諸
橋
轍
次
博
士
記
念
漢
詩

大
会
が
、
新
潟
県
三
条
市
の
諸
橋
轍
次
記
念
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

国
内
外
か
ら
各
部
門
合
わ
せ
て
４
１
７
名
、
６
２
２
首
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

日
中
友
好
の
部
に
応
募
し
た
長
野
地
区
賛
助
会
「
長
野
漢
詩
会
」
の
寺
田
準
氏
、

一
由
秀
範
氏
が
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

鑑

眞

授

戒

正

扶

桑

使

節

晁

衡

仕

李

唐

文

物

往

來

雖

世

變

銘

心

鏤

骨

締

盟

長

泰

山

富

嶽

一

何

嵩

眼

下

雲

流

滄

海

中

五

十

歳

華

開

國

域

相

呼

相

答

棧

橋

通

日
中
修
交
の
津
梁

に
ち
ゅ
う
し
ゅ
う
こ
う
し
ん
り
ょ
う

鑑
真
戒
を
授
け
て
扶
桑
を
正
し

が
ん
じ
ん
か
い

さ
ず

ふ

そ

う

た
だ

使
節
の
晁
衡
李
唐
に
仕
う

し

せ

つ

ち
ょ
う
こ
う

り

と

う

つ
か

文
物
の
往
来
世

変
ず
と
雖
も

ぶ
ん
ぶ
つ

お
う
ら
い

よ

へ
ん

い
え
ど

銘
心

鏤
骨

締
盟

長
し

め
い
し
ん

る

こ

つ

て
い
め
い

な
が

日
中
国
交
正
常
化
五
十
年
所
感

に
ち
ゅ
う
こ
っ
こ
う
せ
い
じ
ょ
う
か
ご
じ
ゅ
う
ね
ん
し
ょ
か
ん

泰
山
富
嶽
一
に
何
ぞ
嵩
き

た
い
ざ
ん

ふ

が

く

い
つ

な
ん

た
か

眼
下
雲

流
る
滄
海
の
中

が

ん

か

く

も

な
が

そ
う
か
い

う
ち

五
十
の
歳
華

国
域
を
開
く

ご
じ
ゅ
う

さ

い

か

こ
く
い
き

ひ
ら

相
い
呼
び
相
い
答
へ
て
桟
橋
通
ず

あ

よ

あ

こ
た

さ
ん
き
ょ
う
つ
う

優
秀
賞

岳
峰

寺
田

準

日
中
修
交
津
梁

優
秀
賞

沙
鷗

一
由

秀
範

日
中
國
交
正
常
化
五
十
年
所
感

受
賞
に
寄
せ
て

受
賞
に
よ
せ
て

（3）

沙
鷗
一
由
秀
範



川
柳
り
ん
ど
う
会

会
長
河
内
繁

私
た
ち｢

川
柳
り
ん
ど
う
会｣
は
、
平
成

15
年
に
長
野
県
老
人
大
学(
現
、
長
野
県

シ
ニ
ア
大
学)

の
卒
業
生
に
よ
っ
て
結
成

さ
れ
ま
し
た
。
大
学
の
授
業
で
川
柳
を
学

び
、
卒
業
後
に
も
学
び
続
け
た
い
と
の
強

い
想
い
で
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
ま
で
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
。
月
例
句
会
は
３
７
０

回
を
越
え
ま
し
た
。

結
成
以
来
、
老
人
大
学
で
講
師
を
さ
れ

て
い
た
石
田
一
郎
先
生
に
ご
指
導
頂
き
ま

し
た
が
、
数
年
前
に
引
退
さ
れ
、
現
在
は

堀
松
白
先
生(

よ
み
う
り
柳
壇
長
野
県
版

選
者)

に
ご
指
導
頂
い
て
い
ま
す
。

川
柳
は
、
人
々
の
日
常
の
暮
ら
し
の
中

に
あ
る
喜
怒
哀
楽
を
、
平
易
な
五
・
七
・

五
で
表
現
す
る
文
芸
で
す
。
題
材
は
ど
こ

に
で
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
気
づ
い
て
、

表
現
し
て
、
周
囲
の
人
々
に
共
感
し
て
も

ら
う
た
め
に
は
、
や
は
り
セ
ン
ス
と
技
術

を
磨
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
な
か
な
か
簡

単
な
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
メ
ン
バ
ー

み
ん
な
で
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
前
進
し
よ

う
と
努
力
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
良

い
句
が
で
き
、
メ
ン
バ
ー
や
家
族
、
知
人

に
褒
め
ら
れ
る
の
は
、
大
き
な
喜
び
で
す
。

ま
た
中
に
は
、
作
品
が
信
毎
柳
壇
の
秀
句

に
選
ば
れ
た
り
、
国
民
文
化
祭
の
特
選
に

選
ば
れ
た
り
し
た
会
員
も
い
ま
す
。

一
番
の
悩
み
は
会
員
の
減
少
と
高
齢
化

で
す
。
健
康
を
損
ね
た
り
、
自
動
車
の
運

転
免
許
を
返
納
し
た
り
で
、
句
会
に
も
参

加
で
き
な
い
メ
ン
バ
ー
が
多
く
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
に
加
え
て
新
会
員
が
な
か
な
か

増
え
ま
せ
ん
。
30
人
程
だ
っ
た
会
員
も
、

今
で
は
10
数
名
ま
で
減
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
根
本
的
な
打
開
策
は
、
な
か
な
か
見

俳
優
の
西
村
ま
さ
彦
さ
ん
の
監
修
で
、

60
～
90
歳
代
30
人
が
、
演
出
家
た
ち
と
昨

年
９
月
か
ら
作
り
上
げ
て
き
た
舞
台
。

30
人
の
俳
優
の
繰
り
広
げ
る
舞
台
は
Ａ
チ
ー

ム
「
煙
が
目
に
し
み
る
」
演
出
岡
部
涼
音
さ

ん
、
Ｂ
チ
ー
ム
「
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
越
し
の
ふ

る
さ
と
」
演
出
関
口
静
夫
さ
ん
の
２
部
構
成

で
群
像
劇
を
熱
演
。
満
員
の
観
客
約
２
３
０

人
を
楽
し
ま
せ
た
。

公
演
は
、
両
チ
ー
ム
共
通
の
長
野
の
商
店

会
に
あ
る
「
真
田
た
ば
こ
店
」
に
集
う
人
々

の
様
々
な
や
り
と
り
を
、
シ
リ
ア
ス
か
つ
コ

ミ
カ
ル
に
友
情
と
絆
で
解
決
し
て
い
く
ス
ト
ー

リ
ー
。亀

山
呉
服
店
の
店
主
の
妻
、
亀
山
美
野

里
役
を
務
め
た
長
野
市
の
市
川
と
み
江
さ
ん

(

75)

は
「
思
案
の
末
一
歩
踏
み
出
し
貴
重
な

体
験
を
し
た
。
重
要
な
役
で
緊
張
し
た
け
ど
、
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９

川
柳
「
り
ん
ど
う
会
」

長
野
市
芸

術

館

シ
ニ
ア
演
劇
ア
カ
デ
ミ
ー

長
野
地
区
賛
助
会
グ
ル
ー
プ
紹
介

つ
か
り
ま
せ
ん
。

現
在
、
月
に
１
度
、
定
例
の
句
会
を
中

央
隣
保
館
で
開
い
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍

以
前
に
は
、
年
２
回
の
吟
行(

小
旅
行
に

出
て
外
で
句
を
作
る
事)

や
、
新
年
会
等

も
実
施
し
て
い
た
の
で
す
が
、
最
近
は
定

例
句
会
だ
け
に
な
っ
て
い
て
、
そ
れ
す
ら

コ
ロ
ナ
感
染
を
警
戒
し
て
誌
上
句
会
に
変

更
し
た
事
も
何
度
も
あ
り
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
の
流
行
の
終
息
を
ひ
た
す
ら
待
ち
な
が

ら
、
次
の
句
会
の
宿
題
に
少
し
で
も
的
確

で
魅
力
あ
る
言
葉
を
選
ぼ
う
と
努
力
し
て

い
ま
す
。

長
野
市
芸
術
館
が
60
歳
以
上
の
市
民
ら
で
結
成
し
た
「
シ
ニ
ア
演
劇
ア
カ
デ
ミ
ー
」
の

第
４
期
公
演
が
１
月
29
日
、
同
ア
ク
ト
ス
ペ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
４
期
講
演

月２回の稽古を続けて臨んだ舞台で熱演する
シニア演劇アカデミーのメンバーたち

（写真・長野芸術館提供）

「
い
つ
か
待
ち
人
が
来
る
日
ま
で
」

脚
本
：
山
本
陽
将
さ
ん

定例句会を楽しむ会員

（4）

全
力
で
演
技
に
ぶ
つ
か
る
事
が
で
き
た
と
思

う
。
是
非
ま
た
挑
戦
し
た
い
」
と
話
し
た
。

終
演
後
、
西
村
ま
さ
彦
さ
ん
、
「
一
生
懸

命
演
技
に
挑
戦
し
て
く
れ
た
出
演
者
に
感
謝

し
た
い
。
と
て
も
素
敵
な
お
芝
居
で
し
た
」

と
拍
手
を
送
っ
た
。レ

ポ
ー
ト
澁
谷
貞
春



令
和
５
年
２
月
15
日
長
野
市
芸
術
館
リ

サ
イ
タ
ル
ホ
ー
ル
に
於
い
て
、
卒
業
式
及

び
修
了
式
が
行
わ
れ
、
長
野
学
部
一
般
コ
ー

ス
第
44
期
生
54
名
、
専
門
コ
ー
ス
第
５
期

生
26
名
に
和
田
丈
副
学
部
長
か
ら
卒
業
証

書
・
修
了
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

44
期
生
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
活

動
の
制
限
が
あ
り
ま
し
た
が
、
苦
難
を
乗

り
越
え
て
卒
業
を
迎
え
ま
し
た
。
和
田
副

学
部
長
は
「
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
は
財
産

で
す
。
誇
り
を
持
っ
て
地
域
の
活
動
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い
」
と
、
専
門
コ
ー
ス
修

了
生
に
は
「
シ
ニ
ア
地
域
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

と
し
て
、
地
域
で
の
活
躍
を
期
待
し
て
い

ま
す
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

卒
業
生
を
代
表
し
て
北
島
孝
子
さ
ん
は

「
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
の
学
業
で
し
た
が
ピ

ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
、
大
学
で
学
ん

だ
こ
と
を
地
域
活
動
に
役
立
て
て
い
き
た

い
。
快
く
送
り
出
し
て
く
れ
た
家
族
に
感

謝
で
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

卒
業
に
あ
た
っ
て

岩
村
文
彦

私
は
２
年
程
前
に
長
野
市
に
移
り
住
み

ま
し
た
。
新
し
い
町
で
の
生
活
に
不
安
を

抱
え
て
い
た
時
、
シ
ニ
ア
大
学
を
知
り
、

こ
の
町
及
び
地
域
の
こ
と
を
知
り
仲
間
作

り
が
出
来
る
か
な
と
考
え
入
学
し
ま
し
た
。

時
は
令
和
３
年
の
春
、
世
界
を
震
撼
さ
せ

る
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
猛
威
を
奮
っ
て
い

る
最
中
で
、
開
校
も
危
ぶ
ま
れ
た
頃
の
様

に
記
憶
し
て
い
ま
す
。
入
学
式
も
予
定
よ

り
遅
れ
５
月
26
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

一
般
コ
ー
ス
火
曜
・
水
曜
ク
ラ
ス
及
び
専

門
コ
ー
ス
別
々
と
い
う
異
例
の
入
学
式
で

し
た
。
我
々
44
期
生
は
一
般
コ
ー
ス
54
名

で
以
前
よ
り
大
部
減
少
し
た
と
聞
い
て
お

り
ま
す
。

一
年
目
は
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
を
強
い
ら

れ
感
染
者
数
に
よ
っ
て
は
休
校
も
余
儀
な

く
さ
れ
た
日
も
多
く
、
各
講
座
、
仲
間
同

士
の
交
流
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
と

れ
ず
、
目
的
達
成
に
不
安
を
感
じ
る
状
況

も
あ
り
ま
し
た
。
二
年
生
に
な
る
と
コ
ロ

ナ
感
染
警
戒
も
若
干
緩
和
さ
れ
休
校
日
も

ほ
ぼ
な
く
な
り
、
教
養
講
座
、
社
会
参
加

活
動
、
実
技
講
座
等
々
多
方
面
に
渡
り
学

ば
せ
て
い
た
だ
く
事
が
出
来
ま
し
た
。
地

域
の
善
光
寺
七
福
神
巡
り
、
蔵
の
町
須
坂

市
の
町
並
み
歩
き
等
は
、
地
域
の
重
要
な

名
所
と
し
て
心
に
残
り
知
る
事
が
出
来
ま

し
た
。
心
配
し
て
い
た
仲
間
同
士
の
交
流
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
深
ま
り
一
気
に

満
足
度
が
増
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
２
月
15
日
、
無
事
卒
業
式
を

迎
え
る
事
が
出
来
、
火
曜
・
水
曜
ク
ラ
ス
、

専
門
コ
ー
ス
合
同
で
長
野
市
芸
術
館
に
於

い
て
厳
粛
に
行
わ
れ
感
激
し
ま
し
た
。

結
び
に
こ
の
激
動
の
中
我
々
シ
ニ
ア
大

44
期
生
を
ご
指
導
下
さ
い
ま
し
た
諸
先
生

方
、
手
厚
く
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
い
た

事
務
局
及
び
関
係
者
の
皆
様
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

修
了
に
あ
た
っ
て

荷
輪
忠
男

本
年
２
月
15
日
に
シ
ニ
ア
大
学
専
門
コ
ー

ス
の
修
了
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
私
は
一

般
コ
ー
ス
２
年
間
で
卒
業
の
と
こ
ろ
、
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
た
め
３
年
間
在
籍
し
、

引
き
継
い
て
専
門
コ
ー
ス
へ
進
ん
だ
の
で

す
が
、
シ
ニ
ア
大
学
で
は
と
て
も
有
意
義

な
経
験
を
し
ま
し
た
。
現
役
時
代
に
は
経

験
出
来
な
か
っ
た
新
し
い
こ
と
を
学
べ
た

こ
と
や
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
オ
ン
ラ
イ
ン
活

用
の
た
め
、
「
ズ
ー
ム
」
の
操
作
を
覚
え

る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
等
、
自
分
自
身
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
繋
が
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を
経
験
し
て

き
た
新
し
い
人
達
と
知
り
合
う
こ
と
が
出

来
、
仲
間
が
と
て
も
増
え
て
人
脈
が
広
が
っ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
の
付
き
合
い

が
楽
し
み
で
す
。
シ
ニ
ア
大
学
で
学
ん
だ

こ
と
を
糧
に
、
今
後
残
り
の
人
生
を
送
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
最
後
に

我
々
の
面
倒
を
一
生
懸
命
に
見
て
い
た
だ

い
た
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。

長野地区賛助会会報ながの 第65号（5）

令
和
４
年
度
卒
業
式
・
修
了
式

長
野
県
シ
ニ
ア
大
学
長
野
学
部

卒業証書授与

令
和
４
年
度
卒
業
式

長
野
市
芸
術
館



グ
ル
ー
プ
長
佐
藤
芳
子

賛
助
会
員
グ
ル
ー
プ
「
万
年
青
の
会｣

で
は
、
毎
年
カ
レ
ン
ダ
ー
を
手
作
り
し
て

い
ま
す
。
担
当
す
る
月
に
思
い
を
巡
ら
せ
、

書
く
楽
し
み
や
、
月
が
替
わ
っ
て
「
今
月

は
ど
ん
な
絵
か
し
ら
？｣

と
、
め
く
る
楽

し
み
。
全
員
の
思
い
が
こ
も
っ
た
カ
レ
ン

ダ
ー
で
す
。
眺
め
れ
ば
、
ほ
の
ぼ
の
と
し

た
温
も
り
を
感
じ
ま
す
。

長野地区賛助会会報ながの 第65号

☆
編
集
後
記
☆

早
い
も
の
で
も
う
年
度
末
「
卒
業

シ
ー
ズ
ン
」
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
の
最
後
ま
で
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
追
わ
れ
た
１
年

で
し
た
。
第
８
波
も
収
束
の
兆
し
が

見
え
て
き
ま
し
た
が
、
決
し
て
油
断

す
る
こ
と
な
く
対
策
を
し
っ
か
り
取
っ

て
参
り
ま
し
ょ
う
。
令
和
５
年
度
も

楽
し
く
元
気
な
長
野
地
区
賛
助
会
を

目
指
し
ま
し
ょ
う
。

次
号
の
広
報
誌
「
会
報
な
が
の
66

号
」
は
、
７
月
中
旬
頃
発
行
予
定
で

す
。

（6）

絵
手
紙
カ
レ
ン
ダ
ー万

年
青
の
会

投稿欄

健
康
一
口
メ
モ

サ
キ
ベ
ジ
で
免
疫
力
ア
ッ
プ

食
事
の
前
に
沢
山
の
野
菜
を
摂
る
こ
と

(

サ
キ
ベ
ジ)

を
心
が
け
て
健
康
を
保
ち
ま

し
ょ
う
。
【
５
つ
の
病
気
】
高
血
圧
・
高

脂
血
症
・
が
ん
・
糖
尿
病
・
認
知
症
を
防

ぐ
為
の
食
事
、
運
動
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
３
原
則
と
し
て
取
り
組
む
健
康
づ
く

り
で
す
。

サ
キ
ベ
ジ
３
原
則

①
先
に
野
菜
を
多
く
食
べ
る

②
１
日
７
０
０
０
歩
あ
る
く

③
仲
間
を
作
ろ
う


